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 このたび一般社団法人	
 日本オープンオンライン教育推進協議会（略称：JMOOC）」は2014年4月14日（月）に日本

初のMOOC講義の提供を開始いたしました。	
 

具体的にはJMOOC公認MOOC配信事業体gacco（株式会社NTTドコモ、NTTナレッジ・スクウェア株式会社運営）から

東京大学本郷和人教授による「日本中世の自由と平等」、同OUJ	
 MOOC(放送大学運営)から放送大学岡部洋一学長による

「コンピュータのしくみ」、同山田恒夫教授＋国際交流基金による「にほんごにゅうもん（NIHONGO	
 STARTER、英語版）」

を開講します。	
 

	
 

■開講講義の特徴	
 

「日本中世の自由と平等」は約１ヶ月間の開講で、この間１週間毎に10分程度の講義映像を10本程度、自由な場所

と時間で見て、掲示板での討論を活用しながら毎週課題の回答を提出していただく形式となります。また、2 週目と 4

週目の終わりに実際に大学（東京、本郷）に集合し、グループ学習形式での対面講義を行う、反転学習のコースを開設

しており、20名の高校生を含む約100名が申し込みをしています。	
 

「にほんごにゅうもん」、「コンピュータのしくみ」はともにFacebookで申し込みを行い、討論もFacebookを活用し

ます。開講期間は、「にほんごにゅうもん」は５週間、「コンピュータのしくみ」は約３ヶ月間です。	
 

いずれの講義も受講完了後、一定の条件を満たせば修了証を交付いたします。	
 

	
 

■JMOOCとは	
 

代表的なMOOCであるCourseraおよびedXは米国内はもとよりヨーロッパ・アジアの大学も参加し、世界的な規模に

発展しつつある状況です。またその利用形態も大学が正規の単位として認定する動きや認定資格を企業の採用基準とし

て活用するなど、社会的な流れになりつつあります。	
 しかしながら英語講義であることや一流大学であることなど、

大学の参加には制限があり、現状日本のすべての大学が参加するのは厳しい状況にあります。	
 

	
 このような背景から、日本においても早急に環境の構築を進める必要があり、アジア地域の先進国に位置する日本と

してこれをリードする役割が期待されているとの認識のもとで全日本的規模での産学連携体制により日本オープンオ

ンライン教育推進協議会（略称：JMOOC）を設立いたしました。	
 

	
 

■	
 JMOOCの基本コンセプト	
 

	
 日本人による日本とアジアのための「学びによる個人の価値を社会全体の共有価値へ拡大する MOOC」の実現を産学

の連携によって強力に牽引します。	
 

	
 

■今後の計画	
 

	
 gacco上では本日までに今回開講の講義を含み、2014年度内に18講座の開講が決定しています。OUJ	
 MOOCも合わせ、

さらに開講講座を拡大していく予定です。	
 

	
 

■参考資料	
 

	
 別紙１「gaccoについて」,別紙２「放送大学プラットフォーム（OUJ	
 MOOC）でも2	
 コースを開講」をご覧ください。	
 

-以	
 上−	
 

  
 
 
 
 
 

日本初・大学講義を誰でも無料で受講できる“MOOC”	
 

JMOOC講義開講	
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別紙	
 １	
 「gacco」について	
 

	
 

	
 

ＭＯＯＣサイト「ｇａｃｃｏ（ガッコ）」本日開講！講座もますます充実 

～武蔵野美術大 通信教育課程の講座追加等が決定～ 

 
	
 株式会社ＮＴＴドコモ（以下ドコモ）とＮＴＴナレッジ・スクウェア株式会社（以下ナレッジ・スク

ウェア）は、一般社団法人日本オープンオンライン教育推進協議会（以下ＪＭＯＯＣ）公認の、日本初

の大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）提供サイト「ｇａｃｃｏ（ガッコ）」（http://gacco.org/）

での講座提供を、本日４月１４日（月）より開始しました。	
 

また、武蔵野美術大学	
 通信教育課程の講座追加が決定し、開講時期は２０１４年秋の予定です。あ

わせて、グロービス経営大学院の講座で提供される「反転学習コース（有料）」受講者の募集、東京大

学	
 本郷和人教授「日本中世の自由と平等」「反転学習コース（有料）」受講者の追加募集を本日より開

始しました。	
 

	
 

■東京大学	
 本郷和人教授「日本中世の自由と平等」	
 応募状況等	
 

本日４月１４日（月）より講座が開講するのは、東京大学	
 本郷和人教授の「日本中世の自由と平等」

です。本郷先生の講座には、４月１４日現在で、１万名を超える受講者が登録しています。	
 

また、同講座では、オンラインで学習した内容をもとに対面で発展的な講義を行う「反転学習コース」

の受講者を募集しましたが、応募総数は定員の１００名を超える約１４０名と、「ｇａｃｃｏ」で提供

される新しい学び体験や、本郷教授の授業に対する関心の高さがうかがわれる結果となりました。特に、

高校生については、当初１０名の無料枠に対し、大学レベルの講座にチャレンジしたいという学習意欲

を持つ高校生約６０名からの応募があったため、計２４名を全国から無料招待することにしました（東

京大学 反転学習社会連携講座(FLIT)にて無料枠を２０名に倍増し、ｇａｃｃｏプロジェクト特別枠として

４名を東北エリアから招待）。	
 

	
 

■講座の追加	
 

本日、武蔵野美術大学	
 通信教育課程	
 白尾	
 隆太郎	
 教授、清水	
 恒平	
 准教授の講座『形で意味

を伝える「ピクトグラム」』が、「ｇａｃｃｏ」で開講されることが決定しました。本講座では、標識や

スポーツ競技のイメージなどで用いられる「ピクトグラム」と呼ばれる絵文字を、受講者が実際にデザ

インすることを通じて、人が図形から何を理解し、どんな意識を形成するのかを学びます。言葉によら

ない視覚伝達のデザイン原理を探ることで、グラフィックデザインの基礎を学ぶことが出来ます。本講

座は誰でも受講可能ですので、グラフィックデザイナーを目指す方のみならず、あらゆるデザインに関

心のある方におすすめしたい講座です。募集開始は２０１４年夏頃、開講時期は秋の予定です。	
 

	
 

■グロービス経営大学院「経営（マネジメント）入門」にて「反転学習コース（有料）」の募集

開始	
 

４月３日（木）に受講者の募集を開始しているグロービス経営大学院の講座で提供される「反転学習

コース」の参加者を、本日４月１４日（月）より募集開始しました。本コースは東京と大阪の二箇所で

開催され、東京では「クリティカル・シンキング（論理思考）」及び「マーケティング」、大阪では「マ

ーケティング」をテーマにした対面授業が実施されます。参加条件等の詳細は「ｇａｃｃｏ」ホームペ

ージ上にてご確認ください。	
 

	
 

■東京大学	
 本郷和人教授「日本中世の自由と平等」「反転学習コース（有料）」の追加募集	
 

「反転学習コース（有料）」については、応募締切り後も参加を希望する会員からのお問い合わせを

頂いており、ご要望にお応えし、本日４月１４日（月）より２０名の追加募集を開始しました（４月１

６日（水）まで、申込先着順で定員になり次第締め切り）。応募の対象は、東京大学	
 本郷和人教授「日

本中世の自由と平等」「通常コース（無料）」に受講登録されている会員となります。応募方法は講座の

中でご案内申し上げます。	
 
 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

gacco プロジェクト（ＮＴＴナレッジ・スクウェア）  有本、大谷 

         ＴＥＬ： ０３－３４５６－８１１１ 



提供予定講座（２０１４年４月１４日時点） 

開講日 講座名 担当講師 反転学習 

２０１４年４月１４日 

＜募集中＞ 
日本中世の自由と平等 

東京大学 

本郷 和人 教授 
実施 

２０１４年５月１９日 

＜募集中＞ 
インターネット 

慶應義塾大学 

村井 純 教授 
 

２０１４年６月１６日 

＜募集中＞ 
国際安全保障論 

早稲田大学 

栗崎 周平 准教授 
 

２０１４年７月７日 

＜募集中＞ 
オープンエデュケーションと未来の学び 

北海道大学 

重田 勝介 准教授 他 
実施 

２０１４年８月２５日 

＜募集中＞ 
経営（マネジメント）入門 

グロービス経営大学院 

荒木 博行 教授 

村尾 佳子 教授 

嶋田 毅 教授 

田久保 善彦 教授 

実施 

２０１４年９月 ビジネススクール（入門） 

名古屋商科大学 

長沢 雄次 教授 

岩澤 誠一郎 教授 

山田 隆 教授 

小山 龍介 客員教授 

北原 康富 教授 

実施 

２０１４年１１月 インタラクティブティーチング 

東京大学 

栗田 佳代子 特任准教授 

中原 淳 准教授 他 

実施 

２０１４年夏以降 

服飾の歴史と文化 

文化学園 

植木 淑子 教授 

朝日 真 主任 

 

Ｔｈｅ Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｆｏｌｋ：Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｐ

ｒｅｓｅｒｖａｔｉｏｎ ｉｎ Ｊａｐａｎ 

国際教養大学 

ダレン・アシュモア 准教授 
 

歴史都市京都の文化・景観・ 

伝統工芸 

立命館大学 

矢野 桂司 教授 

木立 雅朗 教授 

 

マンガ・アニメ・ゲーム論 

明治大学 

氷川 竜介 客員教授 

宮本 大人 専任准教授 

森川 嘉一郎 専任准教授 

福地 健太郎 専任准教授 

 

俳句--十七字の世界 
大手前大学 

川本 皓嗣 名誉教授 
 

化学生命工学が作る未来 
関西大学 

吉田 宗弘 教授 他 
 

統計学・データ分析 
大阪大学 

狩野 裕 教授 他 
 

経済物理学 
広島大学 

安武 公一 講師 
 

モチベーション・マネジメント 東京未来大学 

角山 剛 教授 
 

交流文学研究（仮） 立教大学 

舛谷 鋭 教授 
 

ブラックホール入門（仮） 立教大学 

北本 俊二 教授 
 

２０１４年秋 形で意味を伝える「ピクトグラム」 

武蔵野美術大学 通信教育課程 

白尾 隆太郎 教授 

清水 恒平 准教授 

 

未定 未定 
京都大学  

九州大学  



(別紙 2)	
 

放送大学プラットフォーム（OUJ	
 MOOC）でも2コースを開講（4月14日）	
 

	
 

	
 

放送大学学園（白井克彦理事長）では、4 月 14 日の JMOOC の新規開講にあわせ、2 つ

の MOOC（大規模公開オンラインコース）を公開しました。「コンピュータのしくみ」（日

本語版）と「NIHONGO	
 Starter	
 A1」（にほんごにゅうもん	
 A1 レベル、英語版）です。	
 

「コンピュータのしくみ」の講師は岡部洋一学長。放送大学の最新 TV 授業番組科目

を MOOC 用に再構成しました。「コンピュータを単なるブラックボックスとして理解する

のではなく、その原理を理解することにより、どんな情報処理機械でも設計できるよう

になる」ことを目的とします。	
 

「NIHONGO	
 Starter	
 A1」（にほんごにゅうもん	
 A1 レベル）の担当は山田恒夫教授。

国際交流基金日本語国際センター（教材開発チーム）との共同開発で、日本語教育の国

際標準「JF 日本語教育スタンダード」に準拠したコースブック『まるごと	
 日本のこ

とばと文化』入門（A1）に基づいています。内容は入門レベルなので、渡日前の留学生

とその家族の他、これから日本語を学ぼうとする方々に広くご利用いただけます。	
 

	
 OUJ	
 MOOC では、プラットフォームとして、NPO 法人 CCC-TIES（柳澤保徳理事長、担

当：堀真寿美事務局長補佐）が開発した「チロ（CHiLO、Creative	
 Higher	
 Education	
 

Learning	
 Objects）」を採用しました。教材は、学習者の Facebook™のタイムラインに

定期的に配信され、「チロブック(CHiLO	
 Book)」形式で学習することができます。チロ

ブックはビデオ、練習問題などを実装するマルチメディア電子教科書で、iBook 版と

ePub 版があり、タブレット端末、スマートフォンや PC で利用できます。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【参考情報】	
 

放送大 MOOC「コンピュータのしくみ」：	
 

	
 	
 https://www.facebook.com/groups/LectureComputer/	
 

放送大 MOOC「NIHONGO	
 Starter	
 A1」（にほんごにゅうもん	
 A1 レベル）	
 

	
 	
 https://www.facebook.com/nihongostarter	
 

放送大学学園	
 

	
 	
 http://www.ouj.ac.jp/	
 

独立行政法人	
 国際交流基金日本語国際センター	
 

http://www.jpf.go.jp/j/urawa/index.html	
 

NPO 法人・CCC-TIES	
 

	
 	
 http://www.cccties.org/	
 

	
 

ePub とは：電子書籍の規格の 1つである。米国の電子書籍の標準化団体の 1つである国際電子出版フォー

ラム	
 (International	
 Digital	
 Publishing	
 Forum,	
 IDPF)	
 が普及促進している公開された仕様の電子書籍

用ファイル・フォーマット規格である。	
 

本件に関する報道機関のお問い合わせ先	
 

放送大学	
 山田恒夫	
 tsyamada@ouj.ac.jp	
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